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事業計画の骨子 

   

学校法人藤田学園は、現ビジョンの達成を見越し、2030 年に向けた新たな藤田学園ビジョン

を策定。「その時、いちばん動ける藤田学園へ」をスローガンに、災害時医療や健康寿命問題な

ど未来社会のあらゆる課題に All Fujita で立ち向かい、社会に貢献し続けることを柱に据えた。 

全学的には、昨年に続き本学がホスト校を務める「THE Asia Universities Summit 2022」をオ

ンサイトで開催し、国際的なプレゼンスの一層の向上を目指す。また、「共創の場形成支援プロ

グラム（COI-NEXT）」の育成型から本格型への移行を目指し、人材確保および環境整備を推進

する。羽田イノベーションシティへの進出を計画している「フジタ羽田先進医療スクエアー（仮

称）」は、2023 年 10 月のオープンに向け、準備を進める。 

医学部では、臨床医学の水平統合を含む藤田式 PBLⅠ/Ⅱに、基礎医学の垂直統合の要素を加

え、統合型教育による臨床力・研究力の向上を図るとともに、医師国家試験の制度変更を見据え

た新カリキュラムの骨子作成に着手する。医療科学部では、新たな 3 ポリシーに基づいた新カリ

キュラムを導入。学生自身が主体的・能動的に考え、行動できる力を養うことに重点を置く。保

健衛生学部では、学生の社会的・職業的自立に必要な能力を養うため、実習による専門職連携教

育を強化する。 

研究では、すべての研究関連部門を研究推進本部に集約。同本部下に総合医科学研究部門とイ

ノベーション推進部門、産官学連携推進センターを設置し、知の創出拠点として世界水準の基礎

研究を推進する。 

病院群においては、各病院の診療水準の向上を図るとともに、医療従事者の働き方改革やホス

ピタリティの向上を進める。第 1 教育病院は、スマートホスピタル構想の実現に向け、医療デー

タの集積や業務システムの自動化、ロボティクス技術の活用を加速させる。さらに防災拠点とし

ての機能強化の一環として、ドクターヘリ事業への参画を目指す。第 2 教育病院は、手術件数増

加に伴う手術室の増新設、透析センターの新設など新 A 棟建設下における機能最大活性化計画

を展開。第 3 教育病院は、回復期を担う医療機関として主要急性期病院との連携を通して、回復

期から在宅療養へのシームレスな地域医療を実現する。第 4 教育病院は、救急対応をはじめ、が

ん手術や高難度手術、ロボット支援下手術などの高度急性期医療を担い、三河地域の核となる病

院を目指す。 

地域包括ケア中核センターでは、人生 100 年時代を見据え、産官学連携における地域づくり、

人材育成の支援など、地域包括ケアの推進・実践・教育に重点的に取り組む。 

今年度は、2030 年ビジョン達成への大きな 1 歩とすべく、災害時医療の体制を盤石にすると

同時に、地域への支援、社会への貢献を強力に推進する。 
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事業計画概要 

教育・研究 

 １  大学としての取り組み 

 

＜大学全体の取り組み＞ 

・プロフェッショナリズム人材、人をリスペクトする人材を育成する。 

（全学的なあいさつ運動の展開など） 

・世界的に権威を持つ世界大学ランキングを運営するTimes Higher Education（THE）の

「THE Asia Universities Summit 2022」を2021年度のオンライン開催に続き、オンサイ

トで開催する。アジア各国の学長等の大学代表者に本学にお越しいただくことで、アジ

アにおける本学の教育・研究の先進性を世界にアピールし、国際的なプレゼンスの一層

の向上を目指す。 

・Fujita VISION 2030を実現するための行動計画を策定する。 

・持続可能な開発目標（SDGs）を明示的に設定し、社会貢献を大きな柱に据える。 

・専門職大学院（医学研究科 病院経営学・管理学専攻）の設置申請をする。 

・大学5号館1階にラーニングコモンズを整備する。 

 

 

＜研究に関する取り組み＞ 

    ・橋渡し研究支援機関の認定取得、基礎研究と臨床研究の連携を強化する。 

    ・COI-NEXT本格型移行への取り組み（人材確保・環境整備）を推進する。 

    ・「THE Asia Universities Summit 2022」の期間に合わせて、フジタEXPO2022を 

開催する。 

    ・積極的に外部資金・補助金の獲得を目指す。 

 

 

＜国際交流に関する取り組み＞ 

・全学部学科で海外協定校とのオンラインプログラムを実施する。 

・海外からの学生の派遣・受け入れ再開に向けて協定校と協議を進める。 
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＜地域貢献に関する取り組み＞ 

・自治体と連携した健康づくりの拠点をさらに増やし、地域住民との交流の場や教育プログラ

ムを提供する。 

・地域を支える人材育成プラットフォーム事業を強化し、参画大学と共に地域の課題解

決を進める。 

 

 

 ２  医学部 

① 学生の質の向上 

プロフェッショナリズム教育の強化 

・医師として良識ある行動が取れるよう指導を強化する。 

リサーチマインドの強化 

・入学生の研究医枠獲得に向けた取り組みを実施する。 

・関西研究医養成コンソーシアム発表会に参加する。 

・医学研究演習の実施レポートから優秀賞を選出し、褒賞として国内だけでなく国 

際学会発表の旅費を補助する。 

 

② 教職員の質の向上  

教員の教育スキルの向上 

・ティーチングポートフォリオ・チャート作成のワークショップを実施する。 

・授業評価、達成度自己評価の集計結果を教員や学生にフィードバックし、教育改善に 

つなげる。 

教員の学生指導スキルの向上 

・学生指導をテーマにした医学教育ワークショップを基礎医学系・社会医学系・教養

系の教員と学務課事務職員を対象に開催する。 

・臨床系教員を含む医学部全教員に同様の内容をFD講演会として「ふじた学びばこ」

を活用して提供する。 

 

③ カリキュラムの質の向上 

医学一科を体現するカリキュラム統合の推進 

・学習成果を確認するために、マイルストーンを作成する。 

・臨床医学の水平統合を含んでいたPBLⅠ/Ⅱに、臨床医学と基礎医学の垂直統合の

要素を追加する。 
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医師国家試験制度変更（共用試験公的化）への対応 

・医師国家試験の制度変更を見据え、新カリキュラムの骨子を作成する。 

 

④ 教育環境の整備                 

ICTを活用した教育環境の整備 

・低学年（M3）から国試対策用映像教材を提供する。 

  ・オンライン臨床教育評価システム（CC-EPOC）を導入する。 

 

⑤ その他 

・医学教育分野別評価受審に向けた自己点検の実施と報告書の作成 

・医学部創立50周年記念事業の実施 

 

 

 ３  医療科学部 

① 学生の質の向上  

初年次導入教育の検討  

・新入生ガイダンスおよびオリエンテーションのあり方を見直し、新たに実施計画を作成する。 

学びの達成度の見える化 

・学習成果可視化システム（アセスメンター）を用いて、外部試験および模擬試験等の 

学びに関する評価を見える化し、学生が自ら学びの進め方を計画したり、教員による的確な

学習指導に利用する。 

グローバルな視野と研究マインドを育成するための仕組みの構築 

・大学院が実施するシーズンスクールへの積極的な参加を促し、多様な学びの場を提供する。 

入学抜粋方法の検討 

・新学習指導要領による履修者の入学試験を検討する。 

・3ポリシーに適応した優秀な学生を確保するための方法を検討する。 

 

② 教職員の質の向上 

学内の様々なリソースを有効活用し、ユニット、分野間での連携体制を強化する。それぞれの

ユニットで下記の取り組みを行う。 

教育企画ユニット 

 ・成果基盤型教育に転換するための教育改善を組織的に支援する。 
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臨床教育連携ユニット  

    ・教員個々人が策定した臨床連携の具体的行動計画を実施するために支援し、それぞれの分

野がワンチームとして連携を推進できる体制になるよう取り組む。 

  研究推進ユニット 

    ・グローバル化を推進するための分野間連携を強化し、下記の取り組みを行う。 

（１）外国人留学生を円滑に指導するためのプログラムを作成する 

（２）優秀な外国人教員の登用を継続し、また教員の交換留学などを推進することによ

り外国語での教育が違和感なくできる仕組みを構築する。 

 

③ カリキュラムの質の向上 

2022年度から新たな3ポリシーに基づく教育課程がスタートする。新カリキュラムと旧カリキ

ュラムが並行して運営されるため、以下の取り組みを行う。 

 

新カリキュラム 

・キャリア形成科目とキャリア形成支援の取り組みとをつなぎ、社会人基礎力を高める仕組

みを検討する。 

・グローバル化を推進するための英語教育方針に則り1年目事業を展開し、検証する。 

・2023年度から始まる科目横断PBLの授業計画を作成する。 

 

   旧カリキュラム 

・4年次からスタートする卒業研究を教員がチームを組んで支援する仕組みを検討する。ま

た、低学年から研究に参加できる仕組みを検討する。 

・4年次後期の学習の総括について過年度の実績をもとに見直し、実施する。 

・医学部が利用している試験出題システムを臨床検査技師、診療放射線技師、臨床工学技士

の3資格が共通して利用できる部分とそれぞれの専門で利用する部分とに改修し、問題の

蓄積、模擬試験に試験運用する。 

 

ポリシーに基づく教育の指標 

・授業評価と教員評価の変更について検討する。 

 

④ 教育環境の整備 

学生の学修を支える環境等の整備  

・11号館の設備を大学6、7号館へ移設し、効率的な学生の学びの環境を整備する。 

・グループワーク室を活用したPBL・OSCEのための環境を整備する。  
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⑤ その他 

医療科学部の教育・臨床・研究における活動内容を発信できる体制の構築と戦略的な

入試広報活動の展開 

・医療科学部ホームページの戦略的な展開 

・SNS（LINE、Instagram、Twitter など）の活用 

・高校生に分かりやすい広報の推進 

 

 

 ４  保健衛生学部 

① 学生の質の向上 

社会的・職業的自立に必要な能力を培うための体制の構築 

・アセンブリ教育および実習を通した専門職多職種連携教育の実施  

国家試験合格率100%を目指す効果的な指導体制の構築 

・オンラインを活用した国家試験対策方法の検討  

・早期からの継続的な学修支援方法の検討 

    留学生受け入れによる多文化の理解と語学力の向上 

・留学生の学業および学生生活の継続的支援 

   

② 教職員の質の向上 

各分野における教育、研究、臨床目標の設定 

・社会実装看護創成研究センター、地域包括ケア中核センター、RSH・AATセンター

との協働の推進、保健衛生学部全体として連携した、教員の研究力の育成  

・遠隔講義やICT教育などによる授業改善をテーマにした研究の実施  

・看護師・療法士教員の臨床技能を向上させる研修の実施  

教職員の育成制度の構築 

・FD・SDへの教員参加率100％ 

・教員の博士取得率を高めるための支援 

・英文論文数の増加および外部資金獲得のためのFDの実施  

・教員評価制度に則った、目標設定と面談の実施 
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③ カリキュラムの質の向上 

    講義評価の改善、コンピテンス・学習成果の把握と分析 

・オーダーメイドの個人指導体制による学修成果について、アセスメント・ポリシーに基

づいた分析を実施 

・保健衛生学部の教育課程検討ワーキングを中心とした教育課程変更案の作成（看護

学科） 

・療法士教育学、臨床療法科学を担う分野を中心とした療法士教育研究の推進（リハビリ 

テーション学科） 

  知識・技能・態度・志向等を養う学生教育の実施  

・他大学と連携した新しい臨床実習前実技試験（OSCE）の開発（リハビリテーショ

ン学科） 

・学修成果可視化システム（アセスメンター）を活用した新たな教育支援方法の検討 

 

④ 教育環境の整備 

新規システムによる教育環境の改善 

・円滑・効果的な授業実施を可能にする、テレビ会議システム導入をはじめとした教育環境

の整備 

 

⑤ その他 

グローバル化への取り組みの充実 

・コンケン大学とのオンラインセミナー、シーズンスクールの実施 

・オーストラリアでの看護研修およびオンラインセミナーの実施 

地域連携、社会貢献 

・地域包括ケア中核センター兼任教員を中心とした地域連携の強化、国立研究開発法人  

  科学技術振興機構（JST）の「共創の場形成支援プログラム（育成型）」＜地域共

創分野＞との密接な連携 

・大学病院の役割遂行に向けた病院支援 

・SDGsの「11：住み続けられるまちづくりを」「13：気象変動に具体的な対策を」に対応

した防災活動の実施 
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 ５  大学院医学研究科 

① 学生の質の向上  

  学外への広報活動 

・大学 HP の修士課程ページに、修了生の就職先情報掲載などの広報活動を充実さ

せ、積極的にリクルートを図る。 

国際的に学術水準の高い学位論文執筆の推進  

・修士課程修了者の進学を推奨し、入学者数引き上げを図る。（博士課程） 

・英文国際誌掲載原著論文を学位論文の原則とすることにより、学術水準の高い学位

論文の執筆を促していく。（医学研究科） 

 

② 教員の質の向上 

教員による大学院教育の現状の把握と質向上のための意識共有 

・FDを実施し、その議論を踏まえた教育を実践する。（修士課程） 

・学位取得率と学位論文の質向上を目指して、研究指導を行いやすい体制を整える。 

この方針の下、学位論文等のQ&Aを作成する。（博士課程） 

   ・学位論文審査と最終試験による評価の方法と、学位授与方針に定めた学習成果の対 

応が明瞭になるような体制を整える。（医学研究科） 

 

③  カリキュラムの質の向上 

  共通科目の講義において、国際化に対応した英語講座の実施（医学研究科） 

・Comprehensive Medical Sciences 

・Neuroscience Course 

・Cancer Science Course 

   学位授与促進のためのカリキュラム検討  

    ・論文指導または関連する研究活動などを単位とした科目を新設する。（医学研究科） 

 

④ 教育環境の整備 

    外国人留学生に対するサービス向上 

    ・履修や入試出願システムにおいて、２カ国語（日本語および英語）対応を推進する。 

 

⑤ その他 

外国人留学生の受け入れ推進 

・大学の英語版HPにおいて、医学研究科ページの充実を図る。 

専門職大学院準備室を立ち上げ、専攻新設のための準備実施 
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 ６  大学院保健学研究科 

① 学生の質の向上 

カリキュラムの質の向上 

・海外の大学とのシーズンスクールを実施し、大学院生の研究発表や海外学生との意

見交換の場等を設定し、英語力や発表力の向上を目指す。 

・修士・博士後期課程で英語講義を拡充し、海外学生との意見交換の場を設け、英語

力や発表力の向上を目指す。 

・国内のみならず海外からの研究心旺盛な学生の獲得を目指し、ハイブリッドで入学

説明会を行う、学術団体・協会などでの大学院説明会の場を設ける等、幅広く広報

活動を展開する。 

・研究室PR動画作成・HPの内容拡充を行い国内外から優秀な学生を獲得する。 

・データサイエンスの基礎（リテラシーレベル＋α）知識に関するセミナーを開催す

る。 

・年2回、国内外の研究者（科学的に著名な方や海外の若手PDなど）の講演会やシン

ポジウムを企画開催する。 

・MOU校・関連研究施設等への短期留学による派遣・交流を行い国際化を推進する。 

 

② 教員の質の向上 

教育力、研究力アップを目指した取り組み 

・学部内の分野間や学内他部門との共同研究を推進し、研究力のアップを図る。 

・教員の英語を含めた教育力アップのための実質的なFDを企画、開催する。 

・遠隔授業に関する情報共有を行い遠隔授業の質向上を図る。 

・英語による事務手続きのシステム化を行う。 

 

③ カリキュラムの質の向上 

授業の実施状況の見直しと改善 

 ・修士課程の共通科目を一部統合し、授業コマ数の適正化を図る。 

 ・演習・特別研究以外の科目を対面授業から遠隔授業へ積極的に移行して空間制約を

排除し、学修時間増を図る。 

留学生への手厚いサポート 

・外国人留学生について科目履修・研究指導の進捗を共有し、個々の問題点の早期発見、指

導強化に努める。 

・英語で履修可能な科目の選択肢を増やすようにカリキュラムの検討および見直しを行う。 
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④ 教育環境の整備 

感染症対策も考慮した学習環境整備 

 ・感染症対策を考慮した学習環境を検討・整備する。 

 ・11号館の施設、設備の大学6、7号館移設に合わせて大学院生の学習環境整備につい

ても検討を行う。 

 

⑤ その他 

大きく変化する社会ニーズに応え続けるための教育組織の検討 

・本学の建学の精神をもとに、今後本研究科が育成する人物像、そのためのカリキュ

ラムや組織について検討し、2022年度1年を掛けて計画と事前相談、2023年度認可

申請と入試、2024年4月の再編を行う。 

・3ポリシーの見直しを行う。 

 

 

 ７  研究推進本部 

① 環境整備 

・研究支援推進本部を研究推進本部に名称変更 

・研究推進本部下に総合医科学研究部門とイノベーション推進部門を新設する。 

・総合医科学研究部門およびイノベーション推進部門と連携する組織下に産学連携推

進センターを移設し、産官学連携推進センターに名称を変更する。また産官学連携

推進センターは、現在の大学 4 号館 1 階より 10 月に大学 5 号館 5 階に移設する。 

・イノベーション推進部門下に未来共創イノベーションセンターとスタートアップ推

進室を新設する。また、ロボティックスマートホーム・活動支援機器研究実証セン

ター（RSH・AAT センター）を大学直下から移設、社会実装看護創成研究センター

を保健衛生学部内より移設する。 

・総合医科学研究部門下にがん医療研究センター、国際再生医療センター、精神・神

経病態解明センター、感染症研究センター、ゲノム医療研究拠点室、オープンファ

シリティセンター（旧共同利用研究設備サポートセンター）、病態モデル先端医学

研究センター（旧疾患モデル教育研究サポートセンター）、AI 研究・医療情報サポ

ート室（旧 AI 研究支援準備室）を設置する。 

・総合医科学研究部門下に大学直下にあった医科学研究センター（旧総合医科学研究

所）、研究統括監理室（旧研究統括監理部）を移設する。また、橋渡し研究シーズ探

索センター、治験・臨床研究支援センターから分離したバイオリソース室を新設す



 

事業計画  
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る。（治験・臨床研究支援センターは大学病院組織に移設する） 

・研究支援推進本部下にあった研究支援推進本部事務部を大学事務局下に移設し、研

究支援部とする。また研究支援部は、現在の大学 4 号館 1 階より 10 月に大学 5 号

館 5 階に移設する。 

 

国際再生医療センター 

・厚生労働省より膵島移植の実施許可が得られたので、CPC 施設内に実施に必要な

機器の整備、組織バンクの整備を行う。また、CPC 施設の陰圧室の運用に向けて、

保守・管理の体制を整える。 

 

がん医療研究センター 

・遺伝子制御研究部門を本格的に稼働させ、オープンファシリティセンターと共に一

細胞解析を行うための装置と体制を整備する。 

・ナノポアシーケンサーを用いたロングリードシーケンスを定常的に行える体制を

整備する。 

・基礎および臨床教室、治験・臨床研究支援センター バイオリソース室と連携し、

各種臓器がんの患者由来移植腫瘍（PDX）ライブラリーを作製し、基礎研究および

産学連携を含めた創薬研究に利活用できる体制を整備する。 

・がん研究の学内コアとして、学部間の連携強化を図り、多分野にまたがる国際的な

研究を推進する体制構築に取り掛かる。 

 

精神・神経病態解明センター 

・ゲノムから個体に至るシームレスな研究体制・設備を整備し、コア研究室（基礎と

臨床）を集積させて最も効率の良い研究・教育体制にできる研究施設プランを検討

する。また、研究技術員のリクルート・育成するシステムを構築し、キャリアパス

プランを策定する。 

 

感染症研究センター 

・学内外からの幅広い感染症研究ニーズに対応できるよう、感染症研究センターで取

り扱い可能な病原体の種類を増やすための環境整備、および世界標準の安全基準

で感染症研究を実施するための環境整備を実施する。 

・感染症創薬研究の推進のため、病原微生物を対象としたマルチオミクス解析を実施

するための環境整備を実施する。 
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医科学研究センター 

・昨年度に引き続き、中核的研究テーマへの人的リソースの集中など、研究実施体制

の強化を進める。また、2021 年度より採択されている文部科学省「共同利用・共

同研究拠点」の「脳関連遺伝子機能の網羅的解析拠点」事業において、引き続き国

内外から課題の公募を行い、広く研究支援を実施する。 

 

オープンファシリティセンター 

・私学助成などの外部資金を活用して、新たに研究装置 2 件（in vivo 発光・蛍光・

CT イメージシングシステム、高速多光子共焦点レーザー顕微鏡システム）と研究

設備 2 件（細胞外フラックスアナライザー、X 線照射装置）を申請する。 

・プロテオミクス用の質量分析機（Orbitrap Fusion）のバックアップ機器として、Q 

Exactive のセットアップを行う。 

・LSI メディエンスとの共同事業を通じて、タンパク質解析や電子顕微鏡による解析

の学外からの受注システムを構築する。 

・共通研究機器の固定など、系統的な地震対策を目指す。 

 

病態モデル先端医学研究センター 

・新規研究課題遂行のための飼育室と実験室を確保する。 

・がん研究等に使用する IVIS・CT・MRI 等の集中設置を行う。 

・アクシデントに起因する感染事故時の退避場所を確保する。 

・飼育室および実験室不足を解消するため、大学 11 号館に増設を検討する。 

 

橋渡し研究シーズ探索センター 

・文部科学省の橋渡し研究支援機関認定に申請するために必要な人材、体制の整備を

実施する。 

 

バイオリソース室 

・職員健康診断バンキングのシステムを構築する。 

・職員健康診断バンクサンプルを保管する。 

・バンク DNA サンプルの濃度測定機器の精度を管理する体制を整備する。 

 

未来共創イノベーションセンター 

・大学 11 号館を改修しインキュベーションセンターの設置を予定している。ここで

は企業からの客員講師、客員研究員を登録し、地域連携、ヘルスケア、スマートホ

スピタル、医工連携に関する教育を推進する。 



 

事業計画  
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②  力点を置く研究など 

国際再生医療センター 

・脳腫瘍、骨肉腫、転移性乳がんなど固形腫瘍に対するCAR-T療法開発のための、基

盤研究を行う。 

・血液腫瘍に対するCAR-T療法についてiPS細胞から分化・誘導した再生キラーT細

胞（CTL）にCD38CARを発現する細胞の作成に着手し、臨床研究の準備を行う。 

・コロナウイルス、サイトメガロウイルス、EBウイルス抗原特異的TCRをクローニ

ングし、これらを発現する再生CTLを作成し、治療法開発研究に取り組む。 

・iPS細胞、ES細胞から神経細胞を分化・誘導し、脊髄損傷モデルを用いた治療法開

発研究と、マウス脳内に移植し神経回路の形成に関する研究を推進する｡ 

 

がん医療研究センター 

・PDX（患者腫瘍組織移植モデル）を用いた基礎研究および創薬研究を行う。 

・がんゲノム検査とオルガノイド作製技術を用いた治療感受性検出システムを構築

する。 

・がん細胞の可塑性の実態解明と標的治療を考案する。 

・ロングリードシーケンスによるがんゲノム構造異常およびスプライシング異常の

解明を行う。 

・高悪性度がんの治療抵抗性分子機序の解明と治療戦略を考案する。 

・腫瘍微小環境制御に基づく新規治療法の開発を実施する。 

 

精神・神経病態解明センター 

・精神・神経疾患（双極性障害、統合失調症、薬物依存、認知症）研究を積極的に推

進する。また、新規治療法および新規技術を開発し、特許取得を目指す。 

 

感染症研究センター 

・難治性感染症の治療法確立を目指し、病原微生物のマルチオミクス解析による創 

薬標的同定研究を推進する。 

・国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）から支援を受けている、新興・

再興感染症研究分野における多分野融合研究を推進する。 

・GHIT Fund（公益社団法人グローバルヘルス技術振興基金）などから支援を受け

ている、感染症創薬を目指した研究を推進する。 
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医科学研究センター 

・分子遺伝学研究部門では、ヒト染色体構造異常のゲノム・エピゲノム解析、異数体

の発生メカニズムの解明につながる細胞モデル系開発研究、ヒト生殖医療におけ

る培地のRNA-seqを用いた無侵襲性胚染色体異数体検査の開発研究を行う。 

・難病治療学研究部門では、難治性筋疾患、サルコペニア（加齢性筋萎縮）、二分脊

椎モデル解析による病態生理解明と治療標的探索、筋萎縮・筋肥大を担うタンパク

質メチル化酵素の解析、アクトミオシンによる筋力変化解析、ユビキチン様分子に

よる翻訳後修飾因子の解析から見出したがん免疫チェックポイント阻害療法の促

進法の開発などの独自の研究を目指す。 

・遺伝子発現機構学研究部門では、①既知スプライシング因子U2AF65/35の代わり

にSPF45が必須因子として使われる短いイントロン群を発見し、その機能に必要な

SPF45結合補因子を発見、その作用機序の全貌を解明、②SPF45は抗癌多剤耐性因

子としても知られており、がん医療研究センター、大阪公立大学医学研究科と連携

し、スプライシング因子との関連を探究、③PSAP複合体がスプライシング精度に

関わることを発見し、その構成因子RNPS1が、細胞周期的なスプライシング制御

に重要な役割を果たす実験的根拠を得たので、RNPS1が関与する細胞周期的スプ

ライシングの制御メカニズムの解明を目指す。 

・システム医科学研究部門では、網羅的行動解析、行動表現型データベースの構築・

改良、大規模網羅的行動解析データを用いたメタ解析、in vivo神経活動イメージン

グ、光遺伝学等の技術を組み合わせた、精神疾患の中間表現型および、その分子基

盤の解明を目指す。 

・神経・腫瘍のシグナル解析プロジェクト研究部門では、①ドーパミン、アセチルコ

リン等のニューロモジュレーターの作用機構と精神疾患および認知症における役

割を解明、②癌細胞と癌幹細胞のリン酸化シグナルを比較解析することにより、癌

幹細胞の特異的な性状を解明、③本学医学部や精神・神経病態解明センターで実施

している研究プロジェクト、AMED脳とこころの研究推進プログラムの「革新的技

術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト」の精神疾患のヒトゲノム

変異を基盤とする神経回路・分子病態に関する研究の研究代表グループとして研

究を推進、④AMED「精神・神経疾患メカニズム解明プロジェクト」の多階層的解

析を基盤とした薬物依存症の解明および全ゲノム関連解析を基盤とした精神疾患

感受性遺伝子の機能解明に参画・協力を行う。 

 

オープンファシリティセンター 

・新たに導入した次世代シーケンサーを用いて研究を支援する。 
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・タンパク質の同定に加えて、タンパク質の修飾（リン酸化）解析などの受託解析を

充実する。 

・新たな物質測定の受託 (短鎖脂肪酸、ステロイド、胆汁酸) を開始する。 

・各分析室において、受託業務を充実化するための基礎研究を行う。 

・基礎系および臨床系の研究室から依頼される高度な解析や議論を伴う研究につい

て、共同研究として支援を行う。 

 

病態モデル先端医学研究センター 

・ゲノム編集技術を用いたKOマウスとKIマウス作出支援を推進する。 

・体外受精技術を用いたラットのクリーンナップ支援を推進する。 

・新規研究課題遂行のための技術支援を推進する。 

・体外受精技術を用いたマウスのクリーンナップ支援を推進する。 

 

橋渡し研究シーズ探索センター 

・シーズ開発から臨床研究、導出までのシームレスな支援を推進する。 

・研究マネジメント部門の拡充とそれを担う人材の育成、臨床研究の専門家を整備 

する。 

・臨床研究の重要性を周知し、定期的な教育セミナー、成果発表会などを行う。 

 

AI研究・医療情報サポート室 

・電子化カルテからの情報抽出、解析サポートを行う。 

・医療情報部、スマートホスピタルセンターと協調して臨床研究を推進する。 

・病院での各種検査の最適化、治療レジメの効率的な運用支援を行う。 

・ワクチン予約システムなど、緊急性のある課題に対応できる体制を整備する。 

 

バイオリソース室 

・基礎研究者の疾患検体の要望などを受ける相談窓口の開設と臨床講座との橋渡し、

バイオバンクにおける国際規格ISO 20387「バイオバンキングの一般要求事項」に

関する情報収集を行う。 
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産官学連携推進センター 

・JST（科学技術振興機構）COI-NEXT拠点事業の推進サポートを行う。 

・JSTスタートアップ・エコシステム形成支援プロジェクトを推進する。 

・創薬・診断薬研究支援を重点的に推進する。 

 

未来共創イノベーションセンター 

・JST COI-NEXT拠点事業と関連共同研究を推進する。 

・スギ薬局と共同研究講座を推進する。 

・川崎重工業との共創事業を推進する。 

・富士フイルムと次世代診断技術や共同研究講座を推進する。 

・LSIメディエンス事業組合との連携を行う。 

・インキュベーション施設の運営を実施する。 

 

スタートアップ推進室 

・東海地区で広域展開されるJSTスタートアップ・エコシステム形成支援プロジェク

トの運営・管理を行う。 

・ベンチャー起業関連予算の獲得および運営を行う。 

・藤田医科大学発ベンチャーの起業相談および設立支援を行う。 

・起業シーズの知財マネジメントを推進する。 

・起業シーズの市場調査、事業化のための薬事戦略立案を行う。 

・経済産業省・大学発ベンチャー企業設立状況調査の対応を行う。 

・フジタインパクトファンド１号の組成および運営支援を推進する。  

     

③ その他 

国際再生医療センター 

・研究グループより、科研費、AMED、財団などに積極的に応募し、大型予算の獲得

を目指す。 

 

がん医療研究センター 

・がんに関する学生教育、大学院生教育への協力、研究教育セミナーを開催する。 
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精神・神経病態解明センター 

・11月に国際シンポジウム「The 1st Fujita International Symposium on Brain 

Science」、定期的に「FUJITAニューロサイエンスセミナー」「FUJITAブレイン

サイエンスセミナー」を開催する。また、留学生を対象として神経科学の大学院講

義「ニューロサイエンスコース」をセンターの教員で実施する。 

 

感染症研究センター 

・多様な形式で積極的に学生に感染症研究機会を与える。また、学内で実施されてい

る感染症関連研究の連携を図るため、感染症研究セミナーを開催する。 

 

医科学研究センター 

・海外の有名研究者を含む外部の研究者が英語で研究紹介を行い、英語でディスカッ

ションを行うオンライン・セミナー企画「セミナー・クラブ」をURA（リサーチ・

アドミニストレーター）の企画・運営で定期的に開催する。こうした企画を通じ、

センター教員をはじめとした本学の研究者の英語力・プレゼンテーション能力等

の向上を目指す。 

 

オープンファシリティセンター 

・教育支援の一環として、学部講義、実習、大学院講義に参加、また研究支援の一環

として、テクニカルセミナーと機器セミナーを開催する。 

 

病態モデル先端医学研究センター 

・動物実験講習会等による教育、動物飼育におけるネグレクト防止概念の啓蒙を行う。 

 

橋渡し研究シーズ探索センター 

・専門性の高い人材を育成するための教育カリキュラム作成（臨床研究に関する研究

を含む）とそのための教員を配置し医療科学部との連携を強化する。 

 

バイオリソース室 

・日本人類遺伝学会認定のゲノムメディカルリサーチコーディネーター（GMRC）制

度の受講と資格を取得する。 

 

未来共創イノベーションセンター 

・学部・大学院での講義を実施する。 

・インキュベーションセンターを活用したインターン教育を行う。 
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・共同研究講座での研究員の受け入れと教育を実施する。 

 

スタートアップ推進室 

・JSTスタートアップ・エコシステム形成支援プロジェクトにおけるアントレプレナ

ーシップ教育関連プログラムの運営を支援する。 
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医療・福祉 

 １  藤田医科大学病院（第 1 教育病院） 

 ＜藤田医科大学病院に求められているもの＞ 

   ・大学病院に求められるあらゆるニーズにも対応する安全で質の高い最先端医療を

提供する。 

   ・“Fujita”ならではの、やさしさの医療（患者さんファースト）や質の高い医療サービスを

提供する。 

・少子化から健康寿命延伸に対応した地域医療へさらに貢献する。 

・ポストコロナ・デジタル情報時代に対応した、世界に発信できるグローバルな医療人材 

を養成する。 

 

① 医療に関する取り組み 

   常に安全で患者満足度の高い先進的な医療を提供 

（1）最先端医療の充実、低侵襲手術の充実 

・外科領域におけるロボット支援手術の推進 

・安全に高度治療を実践するためのハイブリッド手術室の導入 

・再生・移植医療（膵島移植・肺移植など）の推進 

・国際水準を超える患者安全と医療の質向上の体制整備 

（2）スマートホスピタル推進センターの発展 

・医療データおよび業務システムのスマート化 

・医療安全と医療の質向上に適したシステムの改善 

・ロボティクス技術の活用・開発 

（3）救急医療のさらなる充実、基幹災害拠点病院としての機能強化 

・重篤救急患者の救命医療を行うための高度の診療体制整備 

・ドクターヘリ事業への参画 

   （4）国際医療センターの充実 

     ・ポストコロナ時代に適応したインバウンド事業の新たな展開 

     ・遠隔オンライン診療の充実、他施設との差別化 

   （5）地域連携ネットワークの構築 

     ・大学病院を核とした持続可能な地域連携システムの実行 

     ・地域連携パスの促進による医療の質向上と地域連携の強化 

   （6）がんセンターのさらなる発展 

     ・がんゲノム個別化医療の推進 

     ・セラノスティックスセンター計画の実現 
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大学病院を核とした総合医療ネットワークによる医療・福祉の提供 

（1）4教育病院全体の診療水準の向上、医療の質および教育の均てん化 

   （2）健康寿命延伸に向けた高齢者に対する学際的医療の実践 

   （3）「フジタ羽田先進医療スクエアー(仮称)」との連携強化による先進医療の充実 

 

②   患者・教職員に関する取り組み 

   ホスピタリティ・接遇の向上 

   （1）病院全職種の接遇向上に向けた取り組み強化 

   （2）多職種合同による挨拶運動の実践 

   （3）診察待ち時間解消に向けた取り組み強化 

   働き方改革に向けた働き甲斐のある職場の実現 

   （1）多職種協働による働き方改革への取り組み 

     ・多職種タスク・シフティングによる業務効率化・業務改善の推進 

     ・女性医師および看護師の復帰支援（再教育・資格取得）制度の充実 

     ・看護師特定行為区分研修修了者の活用によるタイムリーかつ安全な医療提供 

     ・職員のワーク・エンゲージメント（職員の仕事に対する熱意・やりがい）の

向上 

   高い臨床力を持ち、“藤田スピリット” を継承する医療人の育成 

   （1）次世代リーダー育成プロジェクト 

     ・リサーチマインドの育成と臨床研究の推進 

     ・患者さんファーストの医療の実現 

     ・マネージメント講習等への参加支援 

 

③ その他 

病院経営のための財務基盤の確立 

（1）先進医療および臨床研究の推進のための健全な経営基盤の強化 

・持続的発展を遂げる経営戦略の構築 

・診療科の適正な病床配置による弾力的な病床運用 

・デイサージャリーセンターを含む有効な手術室活用 

・当院の取り組みや診療体制についての幅広い情報発信 

病院機能の充実 

・病理診断センターによる遠隔病理診断システムの構築 

・治験・臨床研究支援センター設置による臨床研究に対する最適な支援体制の整

備と活性化 
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 ２  藤田医科大学 ばんたね病院（第 2 教育病院） 

① 医療に関する取り組み 

高度かつ安全な医療を提供し地域の皆さんに選ばれる病院づくり 

（1）2023 年 8 月竣工の新 A 棟機能最大活性化計画 

・手術室増室後の手術数増に向けた効率的な運用体制の構築 

・手術数増のための麻酔科医の増員 

・透析センター（仮称）運用開始に向けた透析患者の確保 

・強化される ER 機能発揮のための救急医の増員 

・全診療科の活性化 

・各種がん治療の件数増 

・救急医療体制強化による地域の救急医療へ貢献。救急車受け入れ台数の増加と

重症患者の受け入れ強化 

・眼科電子カルテ導入による患者情報の一元管理 

（2）地域への貢献活動 

・戦略的な医療機関訪問 

・地域医療機関を対象とした研修会、講演会の充実 

・大規模災害に備えた病院機能の強化 

・行政機関との連携強化 

・地域住民との交流の推進 

・工事に関連した地域住民への対応強化 

（3）COVID-19対策 

    ・行政と連携した患者の受け入れ 

    ・計画的なワクチン接種の実施 

    ・アフターコロナへの対応 

 

② 患者・教職員に関する取り組み 

職員満足度の向上、働き方改革への取り組み 

（1）業務効率化および働きやすい職場環境の実現 

・タスクシフティングによる適正な業務分担の実現 

・取り組み内容のアピールによる職員意識の改善 

・アンケート調査実施による職員満足度（ES）の向上 

・女性の活躍推進へ向けた取り組みの検討・推進 

・過重労働の防止、休暇の取りやすい勤務環境の構築 

・ライフスタイルに合わせた働き方の推奨。男性職員の育児休業取得、育児時間
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取得の症例等 

・職員アメニティの充実 

 

患者サービスの向上 

  （1）患者サービスの向上による患者満足度改善に向けた取り組みの実践 

    ・ホスピタリティあふれる藤田スピリットを発揮する職員育成 

    ・診察待ち時間の短縮 

    ・職員が行う総合案内でのコンシェルジュ業務の発展 

    ・医療相談窓口、患者サポート体制強化 

 

③ その他 

病院経営改善の継続を通じた病院収益の向上 

（1）健全な経営基盤の強化 

    ・病院経営目標の職員共有化による職員の経営参画意識の醸成 

    ・病床運用およびベッドコントロール体制の強化 

      病床稼働率 96%、入院患者 355 名 

    ・増収対策および医療経費削減対策の実践 

      手術 3,850 件、救急車受け入れ 4,100 件、MRI 6,500 件 

    ・地域医療機関連携強化による新規紹介患者獲得 

      クリニックとの“キャッチボール”による紹介件数の増加、逆紹介件数の増加 

  （2）2022 年度診療報酬改定への対応 

       ・厚生労働省の求める急性期医療の提供体制への取り組み 

       急性期充実体制加算の算定、特に全身麻酔手術件数（2,000 件）、悪性腫瘍手

術件数（400 件）、化学療法件数（1,000 件）、心臓カテーテル手術件数（200

件） 

       ・2023 年度の機能評価係数Ⅰアップへの取り組み 

      既設、新設項目共に届け出可能な項目はすべて届け出。現状届け出できない

ものは人員と運用を整備 

    ・2024 年度の機能評価係数Ⅱアップへの取り組み 

      評価期間が 2022 年 10 月～2023 年 9 月までの実績のため、上半期で取り組

み候補項目と収益性を試算し取り組み項目を決定、下半期より実際に取り組

みを開始 
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 ３  藤田医科大学 七栗記念病院（第 3 教育病院） 

① 医療・介護に関する取り組み 

  先進的で安全な医療の提供と医療連携の展開 

質の高い安全な医療の提供と医療連携 

（1）リハビリテーション、緩和医療などで三重県トップの専門医療機関として主要 

急性期病院・地域との協力・連携体制の強化 

・ロボットリハビリテーション等、先進リハビリテーションの拡大と継続 

・ハイブリッド緩和ケアとシームレスな入院から在宅までのがん医療の強化 

（2）訪問事業部の連携地域医療機関数・連携程度の増強、津中央地域包括支援セン     

   ターとの相乗作用の強化および訪問事業部から地域の事業所への看護提供等

の協力体制の構築 

 

地域への貢献活動 

（1）関係医療機関等と共催の公開講座の実施や地域住民向けの講座等の開催 

・地域講演会やどこでもまちかど保健室活動を通じた啓発 

（2）在宅介護支援センター・津中央地域包括支援センターを介した地域啓発 

（3）津市・三重県との協定に基づく医療・介護職教育を含む地域啓発活動 

 

② 患者・教職員に関する取り組み 

職員満足度の向上、スキル向上への取り組み 

業務の効率化および働きやすい職場環境の実現 

（1）職場満足度調査を通じた職種別課題の明確化および改善 

・状況に合わせた COVID-19 感染防止対策の継続 

・多職種タスクシフト・シェアリング 

・職場懇談会からの要望と院内巡視による課題抽出および職場環境の改善 

（2）他施設や地域とのコメディカルの連携・交流を通じた専門スキルの向上 

 

患者サービスの向上 

患者満足度調査結果からの改善 

（1）外来・入院・訪問における環境の課題の明確化と改善 

（2）退院後リハビリ患者会・家族会の検討 

   

 学生教育の充実 

（1）当院の充実度合いが確認できるよう教育し、看護・リハビリの学生が就職を 
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希望するよう努める 

 

③ その他 

経営基盤の安定 

健全な経営基盤の強化 

（1）年間平均入院患者 209 名（病棟稼働率 96％）、外来患者 159 名を維持 

・病棟稼働率一般病棟 84％、回復期リハビリ病棟 99％、緩和ケア病棟 100％ 

（2）訪問事業部の黒字転換を実現 

・最大利用者数：看護 140 名、リハビリ 115 名、介護 90 名、居宅 120 名 

 

 

 ４  藤田医科大学 岡崎医療センター（第 4 教育病院） 

① 医療に関する取り組み 

   質の高い安全な救急医療の提供 

（1）24 時間 365 日の ER、緊急手術体制を提供することにより、西三河南部東医療

圏（岡崎市・幸田町）およびその周辺地域の救急医療の核となる 

        ・救急車受け入れ強化周辺消防隊との連携強化 

        ・岡崎市・幸田町消防隊との連携強化 

   質の高い安全な高度急性期医療の提供 

（1）高度急性期医療において、がん・手術治療をはじめとした、三河全域の中心施

設となる 

   ・西三河全域、東三河等広域からの患者獲得 

（2）低侵襲治療（ロボット支援手術･内視鏡手術および治療･カテーテル治療など）

を軸に早期社会復帰ができる質の高い医療の提供 

   ・低侵襲手術の増加         （手術支援ロボット 2 台体制）      

   ・循環器・脳神経外科カテーテル治療の増加 

（3）災害拠点病院の指定医療機関 （2022 年 4 月指定予定） 

・日本 DMAT 指定施設を目指す 

（4）DPC 準備病院        （2022 年 4 月～2023 年 3 月） 

   ・2024 年 DPC 病院となる 

（5）基幹型臨床研修病院認証   （2022 年 4 月認証予定） 

  ・2023 年初期研修医受入れ開始 
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（6）病院機能評価の認証     （2022 年 6 月認証予定） 

   ・認定取得後、継続的な改善を行う 

（7）地域支援病院の認証     （2022 年 12 月認証予定） 

  ・地域医療（岡崎市、幸田町）の中心となる 

 

医療・介護・福祉施設との連携 

（1）医療機関、介護福祉施設との連携体制の構築と推進 

         ・個別の施設訪問継続、Web での主催研修･講演会の実施 

（2）地域包括ケア中核センター幸田岡崎サテライトとの連携による高度急性期から

在宅医療までの藤田岡崎モデルを構築 

      ・当院と幸田岡崎サテライトを中心とした医療機関ネットワークの構築 

  

② 患者・教職員に関する取り組み 

患者サービスの向上 

（1）患者満足度・患者サービスの向上に向けた取り組みの実践 

      ・ご意見箱投書による改善活動継続実施(患者満足度調査達成率 95%) 

・外来診察待ち時間の短縮 

（2021 年度実績：60 分以上待ち患者比率 6.7％ ⇒ 5.0%以下） 

安心・安全で優しさを兼ね備えた高度な医療を提供する医療人の育成 

（1）教育病院群内にて人事交流による質の高い医療水準とホスピタリティの実現  

       ・質の高い医療の実現に加え、誇りをもって働くことのできる職場環境の整備 

 ・臨床のみならず、教育・研究にも積極的に携わることができる体制の構築 

 ・2023 年度の基幹型臨床研修病院初期研修医受け入れに向けた準備 

 

③  その他 

経営基盤の安定 

（1）健全な経営基盤の強化 

・病床運用およびベッドコントロール体制強化 

・病院経営目標の共有化 

・増収対策および医療経費削減対策の実践 

・地域の医療機関との連携強化による新規紹介患者獲得 

（2）数値目標 

・救急車患者受入数 7,000 台 

・病床稼働率    95%以上 

・手術件数     5,000 件 
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 ５  地域包括ケア中核センター 

① 医療・保健・福祉に関する取り組み 

   地域包括ケア実践・教育・推進と地域貢献事業の実施 

（1）地域への貢献活動 

・厚生労働省老人保健事業「地域づくり人材育成加速化事業」による自治体支援

を行う。 

・産官学連携における「地域づくり」の民間支援を強化する。 

・出張まちかど保健室（東郷町白土地区、緑区・日進市）での実践を強化する。 

      ・JST（科学技術振興機構） COI-NEXT における豊明市他自治体や関連団体と

の協力を実践する。 

（2）医療・介護連携の推進加速 

・豊明市「医療的ケア児」における官民連携を強化する。 

   （3）訪問医療・介護実施の質の向上 

     ・COVID-19 関連に対する本人家族への情報提供と在宅支援を強化する。 

 

② 利用者・教職員・学生に関する取り組み 

    利用者サービスの向上 

   （1）利用者満足度・サービス向上に向けた取り組みの実践 

      ・訪問時間調整・生活サイクルや他支援（悪天候時や道路工事、交通状況変化等

の情報共有など）との最適化を図る。 

      ・急変を未然に防ぐ状態変化の予測向上や急変事前想定と家族への説明強化を行

い、訪問時以外の暮らしの安心を強化する。 

     （2）患者満足度の向上 

・ICT 利用の課題抽出と効率化へ向けた改善や多拠点合同オンライン研修を通じ

た組織力を向上させ、業務を効率化し、働きやすい職場環境に向けた取り組み

を実現する。 

     （3）学生教育の質の向上 

・在宅実習拠点の拡大と効率化へ向けた改善を行う。 

      ・高校との高大接続における新しい地域貢献活動を実施する。 

 

③ その他 

    経営基盤の安定・新規事業の加速 

   （1）業務効率化・働きやすい職場環境に向けた取り組みの実現 

     ・豊明・幸田・緑・人材育成支援センター・各種補助事業の実践において、経営
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基盤を強化する。 

      ・日進東郷サテライト（訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所）の利用者

を獲得する。 

      ・幸田岡崎サテライト（幸田町北部地域包括支援センター）の委託事業を実施する。 
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経営 

① 学園の運営方針に関する取り組み 

   Fujita VISION 2030 実現に向けた取り組み 

   （1）おおむね 3 年間の具体的行動計画を拠点ごとに立案する。 

   （2）大規模災害に備えた取り組みを強化する。 

 

② 組織体制の強化に関する取り組み 

   ビジョン実現、アクションプラン実行を担保する基礎的実力の強化 

（1）年齢にとらわれない経営幹部人材の育成・登用 

・組織マネジメント力のある管理職・中堅人材の育成を強化する。 

・組織体制や人員規模に見合った適切な役職者数の配置見直しを行う。 

   （2）働き方や職員の処遇改善に対する人事制度改革を推進 

・“生産性向上×ワークライフバランス”の質を上げるための勤務・休日制度を導

入する。 

・教職員が藤田でキャリアアップしたいと思える賃金制度・水準の改善を行う。 

・教職員個人の成果・成長につなげ易い人事評価制度のブラッシュアップを図る。 

   （3）組織ガバナンスの強化 

・ガバナンスコード適合に向けた取り組みを推進する。 

（4）無駄、重複、過剰品質の徹底排除活動による業務の画期的効率化を追求 

・組織間の連携を強化し、業務全体を見通す業務姿勢の浸透を図る。 

・IT を利用した業務の効率化を推進する。 

（5）IT の現状を踏まえた継続的改善 

・より安定的で強固な IT 基盤を提供する。 

・セキュリティーポリシーの見直しと対策強化を行う。 

・スマートホスピタルを支える業務基盤を整備する。 

（6）広報機能の充実とブランド力の向上 

・定期的な大学ブランド広告を新聞や公共交通機関等で展開し、藤田ブランド

を育成する。 

・SNS を利用した積極的な情報発信による好感度アップの取り組みを推進する。 

 

③ 学園の収支強化に関する取り組み 

   学園経営に係る計画の立案および進捗管理 

   （1）拠点別事業損益計画、施設整備計画、設備投資計画の立案および進捗管理を行う。 

   （2）適切な経営判断に寄与する施設・設備投資マネジメントの強化を図る。 
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2022 年度 学校法人藤田学園予算 

2022 年 3 月 30 日に開催された評議員会および理事会において、2022 年度学校法人藤

田学園の予算を承認した。  

 

企業会計の損益計算書にあたる事業活動収支

予算書における 2022 年度の経常収支予算は、教

育活動収入 111,550 百万円、教育活動支出 105,540

百万円となり教育活動収支差額は 6,010 百万円と

なった。教育活動外収支差額△16 百万円を加えた

経常収支差額は 5,993 百万円となった。 

特別収支予算は施設関係補助金等の特別収入

446 百万円、資産処分差額等の特別支出 51 百万円

により 395 百万円の特別収支差額となった。 

結果、企業会計で当期純利益に相当する基本金

組入前当年度収支差額は 6,388 百万円となり、学校

法人会計特有である基本金△9,496 百万円を組入

れた後の当年度収支差額は△3,108 百万円の予算

編成となった。 

 

2022 年度の主な設備投資計画 

・ 藤田医科大学 大学 1 号館施設整備工事 

・ 藤田医科大学 大学 5 号館・6 号館整備工事 

・ 藤田医科大学 合同校舎空調更新Ⅱ期工事 

・ 藤田医科大学 合同校舎屋上防水工事 

・ 第 1 教育病院 利便施設棟関連工事 

・ 第 1 教育病院 Ｃ棟受変電設備更新工事 

・ 第 2 教育病院 新棟増築に伴う準備工事 

・ 豊明校地 職員用駐車場新設整備工事 

 

 

 

 

【事業活動収予算書】 (単位：百万円）

予算額

事業活動収入の部

学生生徒等納付金 7,313

手数料 316

寄付金 872

経常費等補助金 3,316

附随事業収入 1,586

医療収入 96,396

雑収入 1,750

111,550

事業活動支出の部

人件費 42,010

教育研究経費 17,050

医療経費 41,211

管理経費 5,154

徴収不能額等 114

105,540

6,010

事業活動収入の部

受取利息・配当金 15

15

事業活動支出の部

借入金等利息 32

32

△16

5,993

事業活動収入の部

資産売却差額 1

その他の特別収入 445

446

事業活動支出の部

資産処分差額 51

その他の特別支出 0

51

395

6,388

△9,496

△3,108

△86,385

△89,493

112,011

105,623

※記載金額は百万円未満を四捨五入して表示

特別収支差額

科目

教
育

活
動

収
支

教育活動収入計

教育活動支出計

教育活動収支差額

教

育

活
動

外
収

支

教育活動外収入計

教育活動外支出計

教育活動外収支差額

経常収支差額

特

別
収

支

特別収入計

特別支出計

事業活動収入計

事業活動支出計

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

翌年度繰越収支差額

（参考）




